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1 【道路の舗装・補修について】
　樽前町内会

　道路の補修の要望に対していつも迅速に誠実に対応
していただきありがとうございます。そのうえで何点かの
道路補修について要望します。棟方宅の交差点は、ダ
ンプの行き来も激しく、毎年のように穴埋め補修してい
ますが、角地だけでも国道並みのしっかりした再舗装を
お願いしたい。
　交流センター前（農道２号線）舗装道路も冬場の水道
工事で地盤沈下しており危険などで再舗装をお願いし
たい。
　さらに、ガローに至る舗装道路も傷みが激しいので再
舗装をお願いします。また、穴埋め工事をもう少し丁寧
に広い範囲の穴もきちんと埋めて欲しい。防塵工事道
路についても増やしていただきたいのと、２度目３度目
の工事もお願いしたい。グレーダーによる地ならし道路
補修もできれば春秋年２回やっていただきたい。

　樽前地区につきましては、「樽前振興計画」に基づき、
道路の整備改修を行っており、昨年度、樽前２号道線
約２００ｍ及び別々道線約３４０ｍの改修を行いました。
今年度も、樽前２号道線約２００ｍ及び樽前３号道線約
１２０ｍの改修工事を予定しております。
　今回の、個別の御要望につきましても、現地調査を行
い町内会の御意見も伺いながら、少しでも御希望にお
応えできるよう、取り組んでまいります。また、改修まで
の間は、通行に支障がないよう適宜補修等を行ってま
いります。

B 都市建設部
　維持課

2 【バス停待合所の撤去について】
　樽前町内会
　
　山本宅前「３郡」及び「別々入口」のバス停待合所は
既に利用者もなく、老朽化しており、見通しも悪いため
至急撤去をお願いします。

　樽前ハッピー号のバス停「樽前三郡」と「別々入口」の
待合所については、利用者がなく、老朽化が進んでい
ることを確認しました。
　撤去時期についてはバス事業者の撤去費用の都合
など含め、現在調整を行っております。
　できるだけ早期に撤去ができるよう、引き続き、バス事
業者との協議を行ってまいります。

B 総合政策部
　まちづくり推進課
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3 【空き家対策について】
　樽前町内会

　現在樽前の空き家が30戸ほどになっています。何とか
利用方法はないものかと心を痛めています。もっと賃
貸・売買や建て替え・リフォームが簡単にできるように法
的な整備をお願いします。

　空家問題につきましては、樽前地区に限らず、全市的
な課題となっており、空家所有者の皆さんに対しまし
て、苫小牧市空家等対策計画に基づき、各施策を実施
しております。
　空家の利活用への取り組みといたしましては、空家対
策に関しまして協定を締結しております、北海道宅地建
物取引業協会苫小牧支部を始めとする不動産関係団
体へ情報提供を行うなど、連携強化を図ってまいりま
す。

B 市民生活部
　市民生活課

4 【住宅地区特別許可区の設置について】
　樽前町内会

　30年で半減している世帯戸数、このままでは限界集落
どころか消滅集落になりかねないため、空き家対策とと
もに、市街化調整区域の中で、住宅を建てることができ
る特別区域として許可できるよう研究（条例化）してほし
い。

　本市の人口は平成25年をピークに減少が始まってい
ますが、樽前地区では全市的な動きよりも減少傾向が
顕著になっており、30年前と比較し、人口が約6割まで
減少しています。
　樽前地区は全域にわたり市街化調整区域のため、一
般住宅の新築は法令上認められませんが、既存空家
への入居等を含め、地域のコミュニティ維持に向けた取
組みについて検討が必要であると考えております。
　今後も、全市的な人口減少の流れは避けられないも
のと想定しておりますが、豊かな自然環境などの特性を
活かし、地域振興に繋がるような取組みを継続してまい
りたいと考えております。

B 総合政策部
　まちづくり推進課
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5 【樽前の光回線区域を広げて欲しい】
　樽前町内会

　一応来ているエリアにはなっているが、実際には工事
段階でダメになります。個人で要望してもこの何十年実
現していません。行政としての働きかけをお願いしま
す。

　貴町内会に限らず、地域によっては市内に光回線が
入っていないところもございます。ＮＴＴのお話しでは、
回線を引いてもそれを使っていただけるお客様数があ
る程度確保されるという見通しがないと、かなりの設備投
資がかかるものですから、採算が取れないということで
なかなか出来ないとお聞きしています。
　市が各家庭に整備するという事も現実的には難しく、
市としましても公共施設であるオートリゾート苫小牧アル
テンにて整備要望もあることから、主要通信事業者であ
るNTT社に何度か働きかけを行ったところですが、同じ
理由により対応が難しいと回答を頂いております。
　同地区ではポケットWi-Fiルーターや携帯4G等にて対
応しておりますが、次世代高速通信規格である5Gや6G
などへの要望も含め、引き続き通信事業者への光回線
区域の拡大・対応の働きかけを継続して参ります。

B 総務部
　ICT推進室

6 【信号機の設置と横断歩道の標識について】
　樽前町内会

　国道36号の樽前ガロー入り口は交通量も多く、４車線
化に伴い道幅も広くなり、福祉施設の関係者がバスで
来ることも多く横断に苦労しています。つきましては、手
押し式信号と横断歩道の白線と標識の設置を引き続き
お願いします。

  御要望の信号機設置につきましては、既に北海道公
安委員会へ要望しているところでございます。
　改めて苫小牧警察署と協議を行いましたが、信号機
の設置につきましては、新設、移設、更新を含めても北
海道内で毎年20基程度の整備にとどまっている状況で
あること、また、御指摘のバス停の利用状況から判断す
ると、早期の設置は難しい状況との回答でございまし
た。
  市といたしましては、地域要望を踏まえ、今後も粘り強
く要望を継続してまいりたいと考えております。

B 市民生活部
　市民生活課
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7 【苫小牧～登別道路（道〃苫小牧環状線）の実現】
　樽前町内会

　36号線が４車線になりましたが、国道が事故でストップ
したり、津波や樽前山の噴火などの災害対策上も、住
民や福祉施設・工場・事業所・学校などの職員の方々
の通勤・通学・避難などを考えるとぜひ必要と考えま
す。引き続きの関係機関への働きかけをお願いします。

　本市から白老町を経由し、登別市まで至る構想道路
である（仮称）苫小牧登別通は、災害発生時における国
道36号の代替機能確保のため、本市において重要な
路線であると認識しております。
　本路線は、本市と白老町より、平成22年度より道道昇
格と整備について北海道に対して要望しており、平成
27年度からは最重点要望事項として要望を継続してお
ります。
　昨年3月には国道36号の4車線化工事が完成し、交通
の円滑化が図られたところではありますが、更なる道路
ネットワーク強化のため、引き続き要望を継続してまいり
たいと考えております。

B 総合政策部
　まちづくり推進課

8 【害獣の駆除について】
　樽前町内会

　毎年のようにアライグマ、エゾシカによる被害が増大し
ています。何十頭のシカが牧場内で馬や牛と草を食ん
でいたり、庭や玄関先まで入り込みオンコを食べていた
り、丹精込めた農作物の被害は甚大です。これまで以
上のより強い対策をよろしくお願いします。

　アライグマにつきましては、法律により特定外来生物
に指定されており、駆除の対象となっております。このこ
とから、市において、平成２２年度から業務委託によるア
ライグマ捕獲事業を実施しております。また、市民を対
象に、アライグマ捕獲のための箱ワナの貸出を行ってお
りますので、アライグマの被害にお困りの場合は、環境
生活課まで御相談いただければと考えております。

　エゾシカにつきましては、苫小牧市鳥獣被害防止対
策協議会で毎年１０月～１２月にかけて、牧草地等の農
地でくくりわなによるエゾシカの捕獲を行っており、昨年
度は市全体で４５２頭捕獲しております。
　また、ＪＡとまこまい広域苫小牧支所では、平成１５年
から禁猟期間中である６月頃から１０月末までの間、北
海道猟友会苫小牧支部に依頼し、北海道の許可を得
てエゾシカの捕獲事業を実施しており、市では平成１９
年度からこの事業に対して補助を行っております。
　市内における鳥獣による農業被害額は年々減少して
おりますが、引き続き関係機関と連携しながらエゾシカ
を効果的に捕獲することを継続し、農作物の被害防止
に努めてまいります。

B

B

環境衛生部
　環境生活課

産業経済部
　農業水産振興課

4


